鎌倉市自治基本条例策定市民会議第２０回幹事会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２０年６月１６日（月）　午後６時３０分～８時

	場　　所　　　　　　　市役所　２０１会議室

	出席者：橋爪、宅見、小泉、幸道、郡司、山村、三嶋、
欠席者：狩谷、
議事進行担当：議長　宅見

事務局：征矢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要
○次回の全体会について

１　第１部　全体会について
（１）会則の検討結果報告の準備は出来たが、議案がたくさんある中でどうするのか。
【決定事項】

会則検討委員会からの報告は行う。（資料は当日配布になる。）

（２）自治基本条例素案に複数論併記を求める提案動議について
【意見】

　・この条例がどこまでみんなを縛るのか議論してから討議したほうがよい。今討議してもまだみんなのものにならない。
　・議論が煮詰まっていない段階で討議するよりは、今後のほうがよい。
　・多数決はみんなで決めないと意味がない。今は少数意見でも、将来多数意見になる可能性もある。
　・両論併記について、人によって捉え方が違っている。「少数意見を討議の経過に書く」という考えと「意見の違うところの条文を二つ作って書く」という考えの人がいる。両論併記は中途半端に決めるべきではない。次回以降に時間をかけてじっくり討議したほうがよい。
　・条例をつくるときに両論併記はありえない。どうしても条例として書かないといけないのか。
【決定事項】
　　　次回以降に扱うことにする。

２　第２部　策定作業部会
　　６グループからの提案について前回説明があったが、次回はどのようにするのか。
【意見】
　・動議は、議論をして欲しいという提案なので採決を取る必要はない。
　・６グループから大綱案の対案を出して欲しいとお願いしているがまだ出ていない。次回の全体会では、６グループが提案できない理由をはっきり示して欲しい。６月２４日の策定・推進合同委員会に案が出なければこれ以上６グループの討議の結果を待てない。
【決定事項】

　　　次回の策定作業部会は、条例の目的、性格付けについてしっかり議論するために、策定委員会から「素案大綱（案）を検討する上で緊急に解決すべき課題」を提案し、課題について説明を行う。６グループの提案にも関連するため、これを討論することによって、前回の６グループからの提案の討議にもつながる。なお、「大綱（案）討議の経過集」の自治基本条例の目的の部分も討議の資料とする。
３　その他

　・７月１７日の全体会で、議会から「自治基本問題に関する調査研究報告書」について、説明を受けたい。

　・７月３１日の全体会で、行政との話し合いを持ちたい。


	特記事項

・次回の幹事会は、
平成２０年６月２４日（火）午前１０時４５分～　市役所分庁舎２階５０３会議室
（策定・推進合同委員会が同日同会議室で午前９時から行われるので、それ以降とした。）



